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とする．現実の水路網 は，こ の 式 を統計的に満足する．こ の よ うな条件を満たす水路網の 水路

を H 法で 次数区分 し直 して も，その 水路網は 自己相似 の 条件 を数理 的に満足 する．また，そ

の水路 数の 法則 を α，c を用 い て 表す こ とが で きる．　 c ＝a ＋ 1 の 場 合，　 i次 の 水路 の lft　N ，
は ，

i〈 9｝なる iに対 して は （Ω 一i）を指数 とする指数関数で与 えられる，こ の こ とは，頻度が マ

グ ニ チ ュ
ー ドを指数 とする指数関数で 与えられる 様 々 な現象 の 統計論的研究に新た な方法 を提

起 して い る と も考える こ とが で きる．
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018 ．熊野市ツ エ ノ峰にお け る山上凹地 の 形 成年代 とそ の 応 用地形学的意義

　　　　　　　　　　 永田秀尚 （風水土）・小嶋　智 （岐阜大）・栢本耕
一

郎 ・（西松建設）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 安井　秀 （朝 日航洋）：

Hidehisa　NAGATA
，
　Satoru　KOJIMA

，
　Koichiro　KAYAMOTO 　and 　Shuu　YASUI ；　Formative

age 　and 　its　applied 　geomorphological　signi 血cance 　of　ridge 　top　depression　at　Mt．

Tsuenomine
，
　Kumano

，
　Japan

　三 重県熊野市 の ッ エ ノ 峰は熊野 川水系北 山川 の 左岸に位置する標高 646m の 山で ある，こ

の 山頂直下 に存在する 山 卜凹地 （北山川か らの 比 高 500m ）に お い て ボー
リ ン グ調査をお こ な

い ，凹地堆積物 を採取 した．層厚 9m の堆積物中，岩盤直上 の 深度 7．5〜7．9m に鬼界葛原 （K−

Tz，95ka）と同定 され るテ フ ラ層 が認 め られ た こ とか ら，こ の 山」：凹地 は 10 万年前 ま で に形

成 され て い た こ とが明 らか と な っ た．一方，北 山川沿 い に は右岸側 に 同じ比 高の 山上緩斜面が

あ り，こ れは 古 い 谷底低地で ある と判読され る．こ れ らの 形成過程 を考慮す る と，同 じ比高の

旧谷底低地と lh上凹地が あれば 前者 の 方が よ り古 い もの で ある と言 える．

　 1869年や 2011年に発生 した 紀伊半島で の ラ ン ドス ラ イ ドは岩盤 の 重 力変形や風化が発達 し

た斜面で 発生 して い るが ，そ の 発生素 因 として ，地質の ほか に，広域 的な地形発 達史を考慮す

る必要がある．小起伏面や 山上凹地の 形成年代を明 らか に し，風化速度や斜面変形速度を明 ら

か に して い くこ と は ，今後 の 崩壊発生 場 の 予測に寄与す るだ ろ う．今 回の調査結果は 間接的に

で はあるが こ の 年代論 に制約を与える こ とに な る．
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019 ．那珂川中流域低山帯に位置する 山地小流域の 土層厚分布 と 土壌物理特性 ：続報

　　　　　　　　　　　　　　 大貫靖浩 ・吉永秀
一

郎 ・志知幸治 ・荒木　誠 ・伊藤江利子 ・

　　　　　　　　　　　　　　　釣田竜也 ・松浦陽次郎 ・小野賢二 ・岡本　透 （森林総合研）

Yasuhiro 　OHNUKI ，
　Shuichiro　YOSHINAGA ，

　Koji　SHICHI ，
　M 誼 oω   ， 一 ，

Tatsuya　TSURITA
，
　Yojiro　MA 皿SUURIL 　Kenji　ONO 　and 　To川 OKAMOTO ： Distribution

of　soil 　thickness　and 　soil 　physica1 　properties 　at　a 　small 　basin　in　lower　mountains 　of 　the

middle 　reach 　of 　the　Naka 　River：Continued　report

　北関東の低 山帯 に位置する火 山灰土壌が厚 く分布 して い る山地小流域 にお い て ，微地形単位

と土 層厚 ・土壌物理特性の 関係 につ い て の詳細な検討を行 っ た．遷急線よ りも上方の 各微地形

単位 にお い て は，上部谷 壁 凸斜面 を除 き表層土層
・
強風化層 ともに厚 く，土壌 中 の レ キ量が少

な く，容積重が小 さ く有効孔隙率が高 い ． こ れ に対 し，遷急線 よ りも下方の 各微地形 単位にお

い て は，表層土層厚に はば らつ きが ある もの の 強風 化層は薄 く，土壌中 の レ キ量が多 く，容積

重 が大 き く有効孔隙率が低 い ．本地域 に降下 した指標テ フ ラ の うち，鹿沼軽石 層は遷急線 よ り

も上方の頂部斜面，上部谷壁斜面に主に
一

次堆積してお り，今市
・
七本桜軽石 層は遷急線 よ り
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